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第 4 回常任理事会報告

平成 22 年 7 月 21 日

１ 要望活動について

7 月 12 日に文部科学省・財務省・総務省に、会長・副会長、部長、及び常任理事が

分担して要望書を提出した。

【要望内容】概要

・厳しい経済情勢が続いておりますが、子どもたちの将来と我が国の発展のために「教

育立国」にふさわしい小学校教育を実現する、人的・物的措置の充実と教育諸条件の

整備に向けて、次の 8 項目を要望いたします。

1 我が国の義務教育の質を高めるために、教育費の増額措置を講じられたい。

2 教員の子どもと向き合う時間を確保するために、教員の定数改善や人的措置、緒条件の整備を

講じられたい。

3 学校教育への信頼を一層高めるために、教職員の資質向上を図る施策を講じられたい。

4 豊かな心や健やかな体の育成に向けた教育を充実させるための施策を講じられたい。

5 学習指導要領が円滑に実施できるようにするため、施設・設備・教材等の整備・拡充を図る施

策を講じられたい。

6 学校、家庭、地域が一体となって教育を推進するために、家庭や地域の教育力充実に向け支援

するための施策を講じられたい。

7 教育の機会均等を保障するために、へき地・小規模校の教育を更に充実させる施策を講じられ

たい。

8 全国の教員が安心して教育に専念できるようにするために、共済年金制度教員の処遇の維持・

改善を図る施策を講じられたい。

2 障害者制度改革について

・政府は、6 月 29 日に、障害者制度改革の推進のための基本的な方向について第一次

の閣議決定を行った。今後、障害者の権利に関する条約（仮称）の締結に必要な国内

法の整備を始めとする我が国の障害者に係る制度の集中的な改革の推進を図るとし

ている。

・全連小では 6 月 1 日に、関係 5 団体で文科省に要望書を提出した。

・学校関係者を交えた検討の場の設置 ・財政措置や人材確保を盛り込んだ検討を行

うこと ・就学相談や就学先の決定について 等

・全連小では今後「障害者制度改革を巡る課題と意見」について更に意見表明をする予

定で現在準備を進めている。

3 財政再建重視路線について

・定数改善や人的条件整備要望の実現は難しくなってきている。また、各省庁では本年

度予算の 10％が、経済成長戦略のための予算として凍結されている。文科省で考え

られる成長戦略としては、どんなものがあるかを想定することも大切。考えられるも

のとしては、幼保一元化、電子教科書の導入などがあげられるとのこと。

4 中教審が教員の資質向上策を審議

・鈴木寛副大臣「２０２０年の絵を描く戦後最大の改革」

・特別部会を設け、教員養成、採用、研修むまでを集中審議

・年内に具体策を盛り込んだ答申をまとめ、通常国会への提出を目指す。

しかし、参議院選挙の民主党大敗を受けて、今後の展開は不透明の度合いが強い。



賞７ｌｂl・Ｕ

平成２２年６月２１日

学校の第三者評価のガイドラインの

策定等に関する調査研究協力者会議

座長天笠茂様

全国連合小学校長会長向山行雄

学校評価ガイドライン〔平成２２年改訂〕（案)に関する意見

貴調査研究協力者会議におきましては、学校の第三者評価のガイドライン策定

等について精力的に検討されていることに対し、深く敬意を表します。全国連合

小学校長会としても、各学校自らがその改善に取り組むために、学校評価の重要

性を認識しているところであります。学校の現状を踏まえ、より実効性のある「学

校評価ガイドライン〔平成２２年改訂〕（案)」となりますように、下記のとおり意
見を表明いたします。

記

１第三者評価の位置づけについて、より明確にしていただきたい。

ガイドライン案では、第三者評価は、「学校とその設置者」が実施者であると

されています。第三者評価を実施するにあたって、学校とその設置者とがどの

ように役割分担を行いながら、評価を進めていくのか、学校とその設置者の役
割をより一層明確にガイドラインに示していただきたい。

２第三者評価の実施体制について、概ね理解できる。

（１）これまでのガイドラインでは｢学校と直接関係を有しない専門家等｣による
評価を第三者評価としてきた。今回、外部の専門家による評価チームだけでな
く、「学校関係者評価の評価者の中に、外部の専門家を加え学校関係者評価と
第三者評価の性格を併せ持つ評価を行う」ことも実施体制の一つとしたことは、
第三者評価の実施校を拡大させる上から有効であると評価できる。

(2)実施体制として、評価チームに主たる責任者をおくことを明示し、評価結果
の取りまとめも評価チームにおいて行うこととしたことは、評価における学校
の負担について配慮がなされていると理解できた。

(3)複数の学校が協力して互いの学校を評価することは意義がある。しかし、学
校選択制度の中で、近隣の学校同士がより多くの児童数を確保するために競っ
ている現実の中では、近隣の学校の教職員を第三者評価の評価者とすることは、
実施しがたいと推察される。



３第三者評価の評価者の構成について偏りのないよう配慮していただきたい。

第三者評価の評価者を構成するにあたって、評価者としてふさわしい者の具

体例を挙げていることは、適切であると考える。しかし、委員会等の設置に当

たっては、必ず公募委員を含めることを条例等で定めている自治体もあり、そ

うした自治体においても、評価者の専門性が担保されるよう配慮したガイドラ

インとしていただきたい。

４評価における学校の負担軽減について、一層留意していただきたい。

（１）第三者評価は「実施者が必要であると判断した場合行う」と明示したこと、

「実施義務や実施の努力義務が課せられていない」ことを明らかにしたことは、
理解できる。

(2)教員が子どもと向き合う時間を確保することが大きな課題である中、「過度

に学校の事務負担が増えないように配慮する」、「資料作成を最小限にとどめ

る」など学校評価について学校の負担を軽減する配慮がなされていることは、
適切である。

５第三者評価の在り方について、保護者等への理解を図る十分な説明をしてい
ただきたい。
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ついて③非常勤鬮師等の配圏と活用について④栄養教鐘の配圃について
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育
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に
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す
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策
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つ
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会
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一社会が激しく変化する時代にあって、全国二万一千余の小学校長は、地域社会と一体となり、

全
国
連
合
小
学
校
長
会
長
向
山
行
雄

ｒ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｉ
；
ｌ
ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
；
；
ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
；
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
；
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ

：



二
、
教
員
の
子
ど
も
と
一

備
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

一
、
我
が
国
の
義
務
教
育
の
質
を
高
め
る
た
め
に
、
教
育
費
の
増
額
措
蘆
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

（
４
）
教
科
雲
扁

（
５
）
教
育
費
，

ら
れ
た
い
。

（
１
）
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
職
員
定
数
を
改
善
し
、
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
一
層
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

（
２
）
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
と
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め
に
、
授
業
時
間
数
の
増
加
に
見
合
っ
た
小
学
校
教
員
数
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
配
置
率
を
引
き
上
げ
、
小
学
校
教
員
を
更
に
増
員
さ
れ
た
い
。

（
３
）
教
頭
、
養
護
教
諭
の
複
数
配
置
の
拡
充
と
学
校
事
務
職
員
・
学
校
栄
養
職
員
の
配
置
確
保
と
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

（
２
）
全
国
ど
こ
で
も
全
て
の
子
ど
も
が

庫
負
担
率
二
分
の
一
の
復
元
を
図
ら

（
３
）
優
秀
な
人
材
を
教
育
界
に
確
保
で

（
１
）
教
育
先
進
国
と
し
て
教
育
費
は
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る
こ
上

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
平
均
で
あ
る
五
％
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
い
。

教
員
の
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
教
員
の
定
数
改
善
や
人
的
措
蘆
ｉ
諸
条
件
の
整

◆

）
優
秀
な
人
材
を
教
育
界
に
確
保
で
き
る
よ
う
、
人
材
確
保
法
を
堅
持
し
、
教
員
給
与
の
優
遇
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

時
間
外
勤
務
が
恒
常
化
し
て
い
る
教
員
の
実
態
を
踏
ま
え
、
教
職
調
整
額
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

教
科
書
無
償
給
付
制
度
を
堅
持
さ
れ
た
い
。

教
育
費
と
し
て
地
方
交
付
税
措
置
さ
れ
た
財
源
を
各
都
道
府
県
が
他
の
財
源
と
し
な
い
よ
う
、

教
育
先
進
国
と
し
て
教
育
費
は
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
公
財
政
教
育
支
出
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
に
つ
い
て
、

の
復
元
を
図
ら
れ
た
い
。

記

一
定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
し
、
国

政
府
が
指
導
強
化
を
図

丘
，
■
ｒ
ｂ
Ｃ

‐□い●琴
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三
、
学
校
教
育
へ
の
信
頼
を
一
層
一
目
め
る
た
め
に
、
教
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
施
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

四
、
篝
か
な
心
や
健
や
か
な
体
の
育
成
に
向
け
た
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

（
４
）
初
任
者
研
修
に
つ
い
て
拠
点
校
方
式
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
一
層
の
充
実
と
予
算
の
確
保
を
図
ら
れ
た
い
。

（
２
）
現
行
の
教
員
の
免
許
更
新
制
に
つ
い
て
は
、
受
講
体
制
の
一
層
の
整
備
に
当
た
ら
れ
た
い
。

（
３
）
学
習
指
導
要
領
で
新
た
に
加
わ
っ
た
内
容
、
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
分
野
、
特
に
外
国
語
活
動
や
理
科
教
育
に
関
す
る

（
１
）
新
些

た
い
。

（
８
）
学
校
の
緊
急
課
題
等
へ
の
対
応
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
確
立
さ
せ
る
措
置
を
図
ら
れ
た
い
。

（
４
）
複
式
学
級
及
び
特
別
支
援
学
級
の
学
級
編
制
基
準
を
、
地
域
・
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

（
５
）
安
定
し
た
学
校
運
営
の
た
め
に
、
副
校
長
、
主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭
の
配
置
に
向
け
、
条
件
整
備
を
図
ら
れ
た
い
。

（
６
）
特
別
支
援
教
育
充
実
の
た
め
、
通
常
の
学
級
に
お
け
る
支
援
員
等
人
的
配
置
に
よ
る
体
制
づ
く
り
を
図
ら
れ
た
い
。

（
７
）
英
語
、
理
科
等
の
専
科
教
諭
、
司
書
教
諭
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の
正
規
教
員
の
加
配
や
講
師
等
の

（
１
）
道
徳
教
育
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
の
副
教
材
の
整
備
や
施
策
の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

（
２
）
い
じ
め
・
不
登
校
等
、
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
解
消
に
向
け
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
全
校
配
置
を
図
ら
れ
た

P

教
員
研
修
制
度
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

人
的
措
置
を
図
ら
れ
た
い
。

しn
ｏ

新
た
な
教
員
の
資
質
能
力
の
総
合
的
な
向
上
方
策
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
意
思
を
取
り
入
れ
て
制
度
の
整
備
を
図
ら
れ

２



六
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

支
援
す
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

五
、
学
習
指
導
要
領
が
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
施
設
・
設
備
・
教
材
等
の
整
備
・
拡
充
を
図

る
施
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

（
１
）
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
の
充
実
に
向
け
、
人
的
・
物
的
な
条
件
整
備
を
図
ら
れ
た
い
。

（
２
）
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
を
再
生
す
る
た
め
の
事
業
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

（
１
）た

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

グー、〆￣へグー、〆-，

６５４３
、－〆、－〆、－〆、－〆

学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
に
、
施
設
・
設
備
・
教
材
等
に
つ
い
て
、
予
算
措
置
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

特
別
支
援
教
育
の
た
め
の
施
設
・
設
備
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

学
校
図
書
館
の
活
性
化
を
進
め
読
書
活
動
等
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
図
書
費
等
の
予
算
措
置
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
の
た
め
に
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
一
層
の
整
備
・
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

社
会
奉
仕
体
験
、
自
然
体
験
活
動
等
の
体
験
的
な
学
習
の
実
施
に
向
け
、
条
件
整
備
を
図
ら
れ
た
い
。

児
童
の
体
力
を
向
上
さ
せ
、
食
育
や
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
施
策
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

情
報
社
会
に
お
け
る
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
施
策
の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

人
権
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
施
策
の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
学
校
・
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
人
的
措
置
及
び
施
設
・
設
備
の
改
善
を
図
ら
れ

い
。
ま
た
、
校
舎
の
耐
震
化
を
早
急
に
図
ら
れ
た
い
。

●

一
体
と
な
っ
て
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
充
実
に
向
け

３



七
、
教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
た
め
に
、
へ
き
地
・
小
規
模
校
の
教
育
を
更
に
充
実
さ
せ
る
施
策
を
讃
じ

八
、

維
持
・
改
善
を
図
る
施
策
を
講
じ
ら
れ
た
い

ら
れ
た
い
。

（
１
）
へ
き
地
教
育
の
充
実
・
向
上
の
た
め
に
、
人
的
・
物
的
条
件
等
（

（
２
）
五
学
級
以
下
の
小
学
校
の
教
員
配
置
率
の
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

グーヘグーヘ〆←へ〆￣、グーヘダーベ￣へ

７６５４３２１
、－〆、－〆、－〆、－〆、－〆、‐〆、－〆

（
３
）
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
規
制
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。

全
国
の
教
員
が
安
心
し
て
教
育
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
共
済
年
金
制
度
や
教
員
の
処
遇
の

共
済
年
金
制
度
を
維
持
し
、

職
域
・
比
例
年
金
部
分
の
》

教
員
の
処
遇
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
管
理
職
の
職
責
に
見
合
っ
た
処
遇
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

す
ぐ
れ
た
教
育
実
績
を
も
つ
教
員
を
表
彰
し
、
優
遇
す
る
措
置
を
図
ら
れ
た
い
。

教
職
員
の
生
涯
生
活
設
計
に
関
す
る
施
策
の
整
備
・
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
保
持
に
か
か
わ
る
条
件
整
備
を
図
ら
れ
た
い
。

退
職
後
の
医
療
制
度
の
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

へ
き
地
教
育
の
充
実
・
向
上
の
た
め
に
、
人
的
・
物
的
条
件
等
の
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

比
例
年
金
部
分
の
増
率
を
図
ら
れ
た
い
。

そ
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

。
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４


